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１．本授業科目の基本情報

科目名（コード） SPI対策応用Ⅱ ( TGB132 )

グローバルビジネスコース 単位数 2

授業担当者 忍足  祐之 時間数 30

対象学科 グローバルビジネス学科 配当学年 1学年

対象コース

実務者教員特記欄 授業形態 講義・実習

２．本授業科目の概要

到達目標・目的

1年後(ねんご)の就職(しゅうしょく)活動(かつどう)に備えて(そなえて)、SPI(ＳＰＩ)(非言語(ひげ

んご)・言語(げんご))で高得点(こうとくてん)を取る(とる)こと、履歴書(りれきしょ)の書き方(か

きかた)等(とう)就職(しゅうしょく)活動(かつどう)全般(ぜんぱん)の準備(じゅんび)をする

成績評価教員 忍足  祐之 講義期間 秋学期

実務者教員 履修区分 選択必修

３. 本授業科目の評価方法・基準

評価前提条件

評価基準
知識（期末試験点）

60％

自己管理力（出席点）

30％

協調性・主体性・表現力（平常点）

10％

全体の内容と概要
SPIの言語(げんご)、非言語(ひげんご)、履歴書(りれきしょ)/志望(しぼう)動機(どうき)の書き方

(かきかた)を各(かく)30分づつ行う　Allocate 30 minutes for each↑

授業時間外の学修
自分(じぶん)の行きたい(いきたい)業界(ぎょうかい)・会社(かいしゃ)・やりたい仕事(しごと)を明

確(めいかく)にする　Decide industry/company/job you want.

履修上の注意事項等
分からないことは必ず質問をして明確にする　Ask questions at class so that you can

understand all of the content.

評価方法 期末試験の点数
出席率X 0.3

（小数点以下切り上げ）

授業中の活動評価点

（5点を基準に加点・減点）

成績評価基準

評価 評価基準 評価内容

S 90～100点

C 60～69点 合格と認められる最低限の成績を表し、到達目標を達している。

D 59点以下
合格点と認められる最低限の成績に達しておらず、到達目標を充足

しておらず単位取得が認められない。

特に優れた成績を表し、到達目標を完全に達成している。

A 80～89点 優れた成績を表し、到達目標をほぼ達成している。

B 70～79点
妥当と認められる成績を表し、不十分な点が認められるも到達目標

をそれなりに成している。

F 評価不能 試験未受験等当該科目の成績評価の前提条件を満たしていない。



1
速さの計算①、ことわざを理解す

る①
ハジキ、って何？ことわざを覚える効用

2
速さの計算②、ことわざを理解す

る②
ハジキの順番を変えると？日本のことわざ/世界のことわざ

４．本授業科目の授業計画

回 到達目標 授業内容

5
食塩水の計算②、文章問題を理解

する②
食塩水問題の応用、PREP法の演習

6
直線の式、長文問題の解き方を理

解する①
Y=ax + bって何を表す？長文はどう読む？

3
速さの計算③、ことわざを理解す

る③
生活の中でのハジキ、誤解されていることわざ

4
食塩水の計算①、文章問題を理解

する①
食潜水でつまずくのはなぜ？文章の構成

9
順列の問題を理解する①、就職試

験に必要な漢字を覚える
5人から2人選ぶ組合せは何通りあるか？就職試験の漢字①

10
順列の問題を理解する②、就職試

験に必要な漢字を覚える
↑で特定の２人が隣り合わす組合せは何通りあるか？就職試験の漢字②

7
放物線の式、長文問題の解き方を

理解する②
ｙ＝ax2　＋bって何を表す？　長文の分解

8
グラフの読み取り方、長文問題の

解き方を理解する③
X軸とY軸は何を表すか？長文を短文にまとめる

13
集合の問題を理解する、就活の際

の字の書き方を覚える

共通集合/部分集合/空集合って何？　就職試験で使った方がいい漢字・言い

回し②

14 後期試験

11
確率の問題を理解する①、就職試

験に必要な漢字を覚える
コインを投げて表（裏）が出る確率は？就職試験の漢字③

12
確率の問題を理解する②、就職試

験に必要な漢字を覚える
天気予報の確率はどう読む？就職試験で使った方がいい漢字・言い回し①

参考文献・資料等
講師(こうし)作成(さくせい)の就職(しゅうしょく)対策(たいさく)裏(うら)技集(わざしゅう)　Tips

prepared by the lecturer

備考

15 後期試験講評

５．本授業科目の教科書・参考文献・資料等

教科書 １日１０分から始め(はじめ)るSPI’2022


